
10月17日（日）門川町社会福祉協議会による第17回福祉ふれあい祭り2010が
開催されました。今年のテーマは西門川中学校３年生黒木安美さんの「見つけた
よ　あなたの心に　福祉のこころ」です。この日は、快晴の空の下、各団体によ
る出店や、点字・手話・アイマスク体験コーナー、○×ゲーム等のイベントがお
こなわれ、多くの人で賑わいました。
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門川町水道事業経営健全化計画の執行状況報告
１.あらまし
　公的資金補償金免除繰上償還に係る門川町水道事業経営健全化計画は、高利率地方債の負担軽減
による行財政改革を目的としたもので、平成20 年11 月28 日付けで総務大臣等により承認を受けま
した。本来、地方債を繰上償還する場合は補償金を支払う必要がありますが、今回の繰上償還につき
ましては国の臨時特例措置として、一定の条件を満たし法律に基づき実施することを前提に、この
補償金が免除されます。
　そのためには水道事業経営健全化計画を提出する必要がありましたが、承認を受けた後の健全化
計画及びその執行状況につきましては公表することとなっていますので、以下の通り報告いたしま
す。

２.計画の概要
　本町水道事業の補償金免除額は、2,608,986 円でありますが、経営健全化計画ではその免除額を上
回る効果を挙げることが必要とされており、本町では水道料金未収金（当年度２月までの発生分）
を20 ～24 年度の５ヵ年に亘り540 万円減少させるよう目標を設定いたしました。

３.21年度の執行状況
　21 年度の執行結果としては、20 年度に比べ未収金が少し増加しました。これは景気悪化に伴い大
口滞納者が新たに発生したことによると考えられます。
　今後の未収金減少については、毎月の督促及び定期的な催告・給水停止を実施することにより、目
標へ近づける所存です。
※�本町は、平成21 年10 月に水道料金改定を行いました。このことにより給水収益は1,337 万円増加
となり、20 年度に赤字であった本町の水道事業会計を1,225 万円の黒字に改善できました。
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９
%
に
な
り
財
政
健
全
化
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
は
、
71
億
３
６
３
５
万
３
千
円
で

前
年
度
を
３
億
６
３
７
８
万
円
上
回
り
ま

し
た
が
、
財
源
の
構
成
で
は
、
自
主
財
源

の
占
め
る
割
合
が
38
・
４
％
（
前
年
度

41
・
６
％
）、
国
や
県
か
ら
配
分
さ
れ
る
依

存
財
源
の
割
合
が
61
・
６
％
（
前
年
度

58
・
４
％
）
と
な
り
、
町
税
の
減
額
が
自

主
財
源
割
合
減
少
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

歳
出
は
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
商
工

業
の
振
興
、
福
祉
・
教
育
施
設
の
設
備
な

ど
社
会
資
本
の
充
実
と
町
民
福
祉
の
向
上

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
性
質
別
決

算
額
の
伸
び
率
は
、
前
年
度
よ
り
も
投
資

的
経
費
で
19
・
０
％
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

災
害
復
旧
費
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
義
務

的
経
費
で
０
・
２
％
、
そ
の
他
の
行
政
経
費

で
20
・
１
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
お
り
、

今
後
と
も
有
効
か
つ
適
切
に
執
行
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
各
会
計
に
お
い
て
財
政
運

営
が
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
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す
が
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国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
に
つ
い
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は
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特
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
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計
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い
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配
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備
が
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次
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と
に
計
画
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収
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業
債
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に
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１
２
２
４
万
５
千
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と
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す
。
今
後
も
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道
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金
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収
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も
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で
あ
り

ま
す
。

　

地
方
の
経
済
は
依
然
と
し
て
回
復
の
兆

し
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
、
本
町
財
政

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
お
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
も
「
門
川
町
行
財
政
改
革
構
想
」

に
基
づ
く
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
財
源

の
確
保
と
効
率
的
な
行
政
運
営
に
よ
り
住

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
八
日

　

門
川
町
監
査
委
員　

黒
木
元
吉

　

門
川
町
監
査
委
員　

猪
倉
照
央

平
成
二
十
二
年
六
月
三
日
～
四
日

平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
～
二
十
六
日

（
３
）
審
査
の
要
領

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
を
主
眼

と
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

①�

決
算
書
及
び
付
属
書
類
の
計
数
は
正
確

で
あ
る
か
。

②�

予
算
は
そ
の
目
的
に
そ
っ
て
適
正
か
つ

効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
。

③�

法
令
及
び
条
例
に
違
反
す
る
経
理
は
な

い
か
。

④�

予
算
の
流
用
及
び
予
備
費
の
充
用
は
適

正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

⑤�

財
産
の
管
理
運
営
は
健
全
か
つ
適
正
に

な
さ
れ
て
い
る
か
。

⑥�

水
道
事
業
会
計
は
経
済
性
の
発
揮
と
公

共
福
祉
の
増
進
が
図
ら
れ
て
い
る
か
。

二　

審
査
の
結
果

　

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査
の
結
果
、

各
会
計
決
算
書
、
同
付
属
書
類
と
も
に
計

数
に
誤
り
は
な
く
、
原
簿
、
関
係
諸
帳
簿
、

証
拠
書
類
、
預
金
通
帳
、
物
品
と
符
号
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
の

実
質
収
支
は
黒
字
決
算
に
な
っ
て
お
り
、

財
政
収
支
の
健
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性
は
保
持
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れ
て
お
り

ま
す
。

　

財
政
指
標
の
面
で
は
、
前
年
度
よ
り
公

債
費
比
率
が
１
・
６
％
低
下
し
て
９
・
９
％
、

経
常
収
支
比
率
は
１
・
２
％
低
下
し
て
86
・

　

地
方
自
治
法
第
二
三
三
条
第
二
項
、

二
四
一
条
第
五
項
に
よ
り
審
査
に
付
さ
れ

た
平
成
二
十
一
年
度
門
川
町
一
般
会
計
・

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、
同
付
属
書

類
及
び
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
条
第
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項
に
よ
り
審
査
に
付
さ
れ
た
平
成
二
十
一

年
度
門
川
町
水
道
事
業
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計
決
算
書
の
決

算
審
査
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
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表
い
た

し
ま
す
。

一　

審
査
の
概
要

（
１
）
審
査
の
対
象

①�

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
書

②�

平
成
二
十
一
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

③�

平
成
二
十
一
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
書

④�

平
成
二
十
一
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

⑤�

平
成
二
十
一
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

⑥�

平
成
二
十
一
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

⑦�

平
成
二
十
一
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

書
⑧
右
記
決
算
書
に
係
る
付
属
書
類

（
２
）
審
査
の
実
施
期
間 

　平成 21 年４月から「地方公共団体の財政の健全化に係る法律」（財政健全化法）が全面施行され、
財政の健全度を示す、「健全化判断比率」（「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」、「実質公債費比率」、
及び「将来負担比率」の４指標）及び公営企業会計に係る「資金不足比率」を議会に報告し、住民に
公表することが義務付けられました。
　平成 21 年度決算に係る門川町の健全化判断比率、資金不足比率は下表の通りです。

　早期健全化基準は、財政状況が黄色信号であることを示し、財政再生基準は赤信号であることを示
します。また、経営健全化基準は、公営企業の財政状況が黄色信号であることを示しています。

　健全化判断比率や資金不足比率がそれぞれの基準を上回った場合には、財政の健全化に向けた計画
の作成が義務付けられています。

　門川町の平成 21 年度決算に係る健全化判断比率及び公営企業会計に係る資金不足比率は、いずれも
基準値を下回りました。

近隣市町村の健全化判断比率
　宮崎県内の市町村では、早期健全化や財政再生に該当する自治体はありません。実質赤字比率と連
結実質赤字比率は、県内市町村すべてが黒字となっております。門川町の実質公債費比率は 8.3％で、
財政規模に対する公債費の割合が県内で最も少なくなっています。門川町の将来負担比率は、「数値な
し」となり、負債の額よりも、基金の積立額や将来交付税で措置される額の方が多くなっており、県
内市町村では門川町を含めて５市町村が「数値なし」となっております。今後も、将来の世代に過大
な負担を残さないよう、健全な財政運営を心がけていきます。

平成21年度決算に係る健全化判断比率及び
公営企業会計に係る資金不足比率を公表します。

（１）実質赤字比率

（２）連結実質赤字比率

（３）実質公債費比率

（４）将来負担比率

（５）資金不足比率

福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一般会計等の赤字額を町
税等の財源の規模と比較して指標化し、赤字の深刻度を示します。

すべての会計の赤字額と黒字額を合算して、その団体としての全体の赤字額
を町税等の財源の規模と比較して指標化し、団体全体の赤字の深刻度を示し
ます。

借入金の返済額及びこれに準じる経費を町税等の財源の規模と比較して指標
化し、実質的な公債費が町税等の財源の規模に占める比率を示します。

地方公共団体の一般会計等が将来的に負担する見込みの額から、負債の償還
に充てることができる基金等の額を控除した額を、町税等の財源の規模と比
較して指標化し、現在の負債が将来の世代に与える影響を示します。

公営企業の資金不足額を、公営企業の財政規模である料金収入の規模と比較
して指標化し、経営状況の深刻度を示します。

各指標の意味
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　幕府巡見使の往来の記録は、延岡藩が巡見使を応接するにあ
たっての準備の様子や気遣いがわかるものです。と同時に当時
の延岡藩の様子、門川村やその周辺の村々の様子がわかる史料
としても貴重なものです。
　延岡藩の参勤交代は、延岡の東海港を出発して船で大阪まで
行き、その後は東海道の陸路をたどるものでした。殿様が乗船
される船（御座船）は、関船（せきぶね）が用いられ、五百石
積みで、櫓数は五十挺立てでした。船には、船頭、山立人（航
海士）、水主（水夫）など百人余りが乗り組み、総勢二百人余り

幕府の巡見使の往来～その５～

勝蓮寺天井画紹介［第35回］

キキョウアヤメ

が乗船します。一艘にはお殿様が乗船され、用人、小姓がお付きとして乗ります。もう一艘には家老
が乗り組みます。お殿様と家老が分かれて乗るのは、事故があった時のための危機管理を考えてのこ
とです。ですから御座船のような大きな関船は２艘あります。
　しかし、巡見使にお答えするように示されたのは、櫓数が五十挺立で、一挺二人掛（一つの櫓を二
人で押す）の御座船級の関船は一艘、それより小ぶりの艘数が十二挺立、一挺一人掛の関船が二艘、
同じく六艘、櫓数が二十挺立、一挺一人掛の関船が一艘、関船より小型で快速の小早船が四艘となっ
ています。やや少な目に回答するよう示されていたようです。
　当時、延岡藩にはあわせて十四艘の藩所有の船があり、船が不足する時は、民間の商船を雇い入れ
て対応していました。また、藩が直接雇用している水主は二十人で、必要な時に公役として浦（村）
から動員される水主が三百人余りと記されています。尾末浦からも公役として動員されていました。

国民年金保険料は社会保険料控除の対象
　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税の社会保険料控除の対象となります。国民年金保

険料を社会保険料控除として申告する場合には、毎年１月１日から12月 31日までの間に納付（納付見込

みを含む）した国民年金保険料の額を証明する書類の添付等が必要です。

毎年11月上旬に送付
　このため、生命保険会社等が発行する控除証明書と同様に、一年間に納付した国民年金保険料の額を証明

する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ）が、日本年金機構から毎年 11月上旬に被保

険者の方に送付されます。証明内容は、本年１月から９月30日までの間に納付された国民年金保険料額と、

年内に納付が見込まれる場合の納付見込み額です。

２月上旬に送付される場合
　年の途中から国民年金に加入した場合など、10月１日から 12月 31日までの間に初めて保険料を納付

する方については、翌年２月上旬に同様の証明書が送付されます。

国民年金保険料は家族で連帯して納付
　国民年金の保険料は、被保険者本人だけでなく、その世帯の世帯主及び配偶者も連帯して納付する義務が

あります。ご家族の国民年金保険料を納付した場合は、その納付額の全額が納付した方の所得税等の控除対

象となりますので、年末調整等の手続きの際にご自身の社会保険料の額と合算して申告してください。この

場合、ご家族分の「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」も、申告する方の申告書に添付等する必要

があります。

お問合せは
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのお問合せは、控除証明書専用ダイヤルへお電話

してください。控除証明書専用ダイヤルは0570-070-117です。

※一般固定電話の場合、市内通話料金のみでご利用いただくことができます。

　IP 電話等の方は、03-6700-1130へおかけください。

【専用ダイヤルの開設期間】

控除証明書が送付される11月上旬から確定申告が終了する３月上旬頃までの予定です。

【受付時間】

　・�月～金曜日：午前８時 30分～午後５時 15分。ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は、

午後７時まで受け付けします。

　・第二土曜日：午前９時30分～午後４時。

　・※祝日、12月 29日～１月３日はご利用できません。

　・※なお、２月発送の対象者は、納付済額が確定していますので、見込額欄はありません。

毎年11月上旬には
「社会保険料控除証明書」が送付されます

月に１度、日向市で移動年金相談を行っています。年金相談や年金請求の手続きができます。年金手帳・

印鑑をご持参ください。代理の方が相談される場合は、委任状と身分証明書が必要です。

　　　　　　　　　　　　日時：11月 25日（木）午前10時から午後３時まで

　　　　　　　　　　　　場所：日向市中央公民館



　産業、商業、文化の一大イベントとして「いきいきまちフェスティバル in 門川」が開催されます。
　イベント会場では、本町の特産品や商工業製品および食料品等の展示即売が行われ、クリエイティ
ブセンターでは、門川町総合文化祭としての作品展が開催されます。
　また、文化会館ステージでは日本舞踊などの発表大会などを予定しており、屋外ステージも、昨年
に引き続き「門川わんぱく相撲」を開催予定です。
　また、口蹄疫復興イベント第２弾として、イベント期間中会場で使用できる「いきまち商品券」（１
割プレミアム付）や、宮崎牛・宮崎県産の豚肉の格安販売を予定しております。
　たくさんのイベントをご用意しておりますので皆様、お誘いあわせの上、是非お越しください。

（お問い合わせ先）産業振興課商工係　☎ 63-1140（内線 291）

11月13日（土）18:00～21:00
尾末夜かぐら祭
　うみすずめイベント広場にて初めて門川かぐら夜半式
（17 番の舞）が舞われます。当日は各種出店や甘酒のふ
るまいもありますので、ぜひお越しください。
主催：だんじり振興会
協力：うみすずめ・門川漁協・門川かぐら保存会
（お問い合わせ先）
門川町観光協会事務局（産業振興課内）
☎ 0982-63-1140

11月14日（日）8:30～14:00
遠見山ウォーキング & みかん狩り 2010

　今年で４回目となるウォーキング大会
で秋の自然を十分に楽しめるコースと
なっております。健康づくりのきっかけ
にもなりますので、ご家族、ご友人をお
誘いになり、参加されてみてはいかがで
すか？申込み締め切りは 11 月 11 日で、
参加費は大人 1,500 円、子ども 800 円で

す。絶景で食べる地産地消の昼食もついています。
（お問い合わせ先）農産物直売所「遠見の里」☎ 0982-63-3236

11月21日（日）
①尾末神社大祭
　豊漁を祈願する尾末神社秋の大祭。お神輿を先頭
に三基のだんじりが朝早くから尾末地区を練り歩き
ます。
②第２回尾末だんじりフォトコンテスト
　たくさんのご応募お待ちしております。
　応募資格：今年の祭りに撮影した作品に限る
　受付期間：12 月 10 日まで
　応 募 先：門川町観光協会事務局（産業振興課内）
　応募方法：写真ネガ・画像データを提出
　　　　　　（応募用紙あり）
　発表方法：平成 23 年２月の広報
　　　　賞：最優秀賞（１点）優秀賞（２点）、佳作（若干）
　　　　　　入賞作品は観光宣伝用に使用します。
　細　　則：入賞作品の版権は主催者に帰属します。
　　　　　　応募作品は一切返却しません。作品は本振興会活動に使用することがあります。
　�フォトコンテストとは別に尾末だんじりの歴史を残していくため、今までおこなわれてきた、だん
じりの写真を探しております。お持ちの方は、下記までご連絡下さい。なお、写真は後日返却いた
します。
　（お問い合わせ先）門川町観光協会事務局（産業振興課内）☎ 0982-63-1140

だんじり振興会事務局（河野）☎ 090-1084-6454

11月23日（火）
門川神社大祭
　町内を神輿が練り歩くほか、古くから戦勝を祝っ
て踊ったものと伝えられる小園臼太鼓踊りが祭りを
盛り上げます。ぜひ門川の伝統芸能をご覧ください。
（お問い合わせ先）
門川町観光協会事務局（産業振興課内）
☎ 0982-63-1140

10広報　　　　11月11 広報　　　　11月
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＜投票・開票＞
　　①投票日　平成22年12月26日（日）午前７時～午後８時
　�　�　ただし、第７投票区　上井野地区公民館（旧：西門川児童館）、第８投票区、三ヶ瀬多目的
集会施設及び第９投票区　松瀬農村集落センターでは閉鎖時刻が２時間繰り上がり、午後６
時までとなります。

　　②投票区と該当行政区

　　③投票所入場券
　�　�　ご自宅に郵送（12 月９日頃）された「投票所入場券」を投票所へお持ちください。入場券
はハガキ１枚に４人分を印刷していますので、投票所にお越しの際にそれぞれの有権者ごと
に切り離してお持ちください。（入場券をお持ちいただくと名簿との確認作業でお待ちいただ
く時間が短縮できます。）

　�　�　また、入場券が届いていない場合や紛失された場合には、投票所の受付係の者に申し出て
いただきますと、本人確認のうえ再発行の手続きを行います。

　　④開票所
　　　クリエイティブセンター門川　体育室（総合文化会館横）午後９時～

＜投票の方法＞
　　記名式投票です。投票用紙には候補者の氏名を記入してください。

＜投票できる人＞
　　①年齢は、平成２年 12 月 27 日までに生まれた方
　　②平成 22 年９月８日までに転入届をして、引き続き門川町に住んでいる方
　　③県内の他の市町村に転出した方の投票
　　�　平成 22 年８月 26 日以降に県内のほかの市町村へ１回だけ転出した方で、新住所地の市町
村の選挙人名簿に登録されていない方は、次のいずれかの方法で投票することになります。

　　＊１　旧住所地で投票（期日前投票を含む）を行う
　　＊２　旧住所地の選挙管理委員会に投票用紙等を請求し、新住所地で不在者投票を行う。
　　　　　いずれの場合も新住所地の市町村長の居住証明書が必要です。

＜町内転居＞
　　12 月３日以降に町内転居をされた方は、前住所地の投票所で投票することになります。

＜期日前投票及び不在者投票＞
　　投票日に、次のような理由で投票所にいけない方は期日前投票もしくは不在者投票ができます。
　　・投票日に仕事や親族の冠婚葬祭がある方
　　・投票日に何らかの用務（レジャーや買物などの私用を含みます）で他の市町村や投票区の

区域外にいる方

　　①投票場所　門川町役場　別館第二会議室（水道課横の会議室）
　　　期間　12月 10日（金）～ 12月 25日（土）
　　　時間は午前８時 30 分から午後８時までです。
　　※「投票用紙請求書兼宣誓書」に必要事項を自署して、交付を受け投票します。
　　※�期日前投票期間に 20 歳を迎える方は、誕生日までは「不在者投票」により投票することに

なります。（詳しくはお問い合わせ下さい。）
　　②郵便による不在者投票
　　�　身体に重度の障害があり、投票所に出向いて投票でき
ない方のために、郵便による不在者投票制度があります。
一定の制限がありますので、詳しくは町選挙管理委員会
までお尋ねください。

　　③�病院や老人ホームなど、指定されている施設での不在
者投票

　　�　病院の院長等を不在者投票管理者とし、投票立会人の
もと投票を行う制度です。この制度が利用できる指定病
院等に入院中の選挙人の方は、病院等の事務室にお申し
出いただきご利用ください。

　　④町外への旅行中、滞在中の方
　　�　「投票用紙請求書兼宣誓書」に必要事項を記入の上、町選挙管理委員会に投票用紙等を郵便
等でご請求ください。後日、町選挙管理委員会より投票用紙等を郵送いたしますので、滞在
地の選挙管理委員会において不在者投票を行ってください。ただし、この方法は郵便による
ために往復の日数がかかりますので、お早めの手続きをお願いします。

＜点字投票・代理投票＞
　�　目や体が不自由で字が書けない人、または文字が書けない人のために「点字投票」や「代理
投票」の制度があります。希望される方は、投票所でお申し出ください。

（お問い合わせ先）門川町選挙管理委員会　☎63-1140（代）（内線242）　FAX.63-1356

みんなで行こかい　みらいを託す　みんなの知事選
宮崎県知事選挙投票日  平成22年12月26日（日）
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　ひとり親家庭に対する自立を支援するため、平成 22 年８月１日から父
子家庭の父にも児童扶養手当が支給されるようになりました。児童扶養
手当とは父母の離婚などで、父又は母と生計を同じくしていない子ども
が育成される家庭の生活の安定と自立の促進、子どもの福祉の増進を図
ることを目的として支給される手当です。児童扶養手当を受給するため
には役場福祉課へ申請（認定請求）が必要となりますので、早めにお問
い合わせの上、平成 22年 11月 30日までに忘れずに手続きをしてく
ださい。なお、申請に当たっては、受給資格者（父子家庭の父など）及び該当する子どもの戸籍
謄本や住民票が必要です。ご家庭の状況により必要書類も異なりますので、ご不明な点は役場福
祉課までお問い合わせください。

　●平成 22 年７月 31 日までに支給要件に該当している方
　　→11月30日までに申請をすれば、「８月分」から支給されます。
　●平成 22 年８月１日以降、11 月 30 日までに支給要件に該当した方
　　→11月30日までに申請をすれば、「要件に該当した日の翌月分」から支給されます。
　※８月～ 11 月分が支給されるのは 12 月です。

○ �11 月 30 日を過ぎると、「申請の翌月分」からの支給になりますので、役場福祉課に早めにお問
い合わせの上、平成22年 11月 30日までに手続きをしてください。

（お問い合わせ先）役場福祉課子育て支援係　☎ 63-1140（内線 231）

★県障害者スポーツ協会が、初心者でもできるスポーツを計画しました。
　みなさん、ふるってご参加ください！
【日　　時】平成 22 年 11 月 10 日（水）

午後１時 30 分～午後３時 30 分（午後１時から受付）
【場　　所】クリエイティブセンター体育館
【競技内容】（予定）
・�カローリング…ジェットローラ４個を使用し、９ｍ先のポイン
トゾーンに向けて得点を競う競技です。
・ディスゲッター…ディスクを投げてパネルを落とし、落とした
枚数で得点を競う競技です。　
　（当日の参加人数によって、内容に変更が出てきます．）

★参加選手の介助をしていただける、
　ボランティアの方も募集しています！
　（申し込み・お問い合わせ先）
　門川町役場　福祉課　地域福祉係　担当：内田
　TEL.63-1140（内線 233）FAX.63-1356

平成21年度スポーツ教室
（カローリング）

平成20年度スポーツ教室
（ディスゲッター）

　期日前投票立会人とは…投票事務（投票手続きや投票箱の送致）の執行に立ち会っていただき、投
票が公正に行われているか監視をしていただく方です。選挙人名簿に登録されている方の中から、２
人以上３人以内の方を選任することとしています。従事していただく時間は、午前８時 30 分から午後
８時 00 分までです。

①応募資格
　・門川町の選挙人名簿に登録されている方。
　・立候補者と一定の親族関係等を有しない方。
②お申し込み方法
　�　住所・氏名・生年月日・電話番号・所属される政党や政治団体名（無所属の場合には、無所属で
結構です）・希望日を選挙管理委員会まで、電話、または FAXにてお申し込みください。
③募集期間
　11月 10日（水）～ 11月 24日（水）午前８時 30分～午後５時
　（ただし、電話によるお申込みは、土日祝日は閉庁のために受付けできません。）
④従事期間（期日前投票期間）
　平成 22年 12月 10日（金）から 12月 25日（土）までのいずれかの１日間から２日間（要相談）
⑤期日前投票立会人の報酬
　�　日額報酬 9,600 円（ただし、所得税 960 円を差引きます）を、後日、本人口座にお振り込みいた
します。
⑥その他
　�　応募者が多い場合や応募者の所属する政党・政治団体が重複する場合には選挙管理委員会におい
て決定させていただきます。
　（お申し込み先）門川町選挙管理委員会　☎63-1140（代）（内線242）　FAX.63-1356

　任期満了に伴う町議会議員選挙が平成 23 年２月 20 日に執行されます。選挙すべき議員の被選挙数
は 14 名です。門川町議会議員選挙に立候補する予定の方は、立候補説明会を実施しますのでお集まり
ください。

◎門川町議会議員選挙立候補説明会
　（日にち）平成 23 年１月 14 日（金）　　（場　所）門川町役場３階会議室
　（時　間）午後１時 00 分から受付　午後１時 30 分より開始　午後４時 30 分終了予定

今後の選挙に伴う計画
　①立候補及び選挙運動説明会　１月14日（金）　午後１時30分～　門川町役場　３階会議室
　②立候補届出予備審査　　　　２月１日（火）　午後９時～午後４時　門川町役場　別館会議室
　③告示日　　　　　　　　　　２月15日（火）
　④立候補届出日　　　　　　　２月15日（火）　午前８時30分～午後５時　門川町役場　別館会議室
　⑤期日前（不在者）投票期間　　２月16日（水）～19日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前８時30分～午後８時　門川町役場　別館会議室
　⑥投票所の準備　　　　　　　２月18日（金）
　⑦投票日（町内12投票所）　　　２月20日（日）　午前７時～午後８時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松瀬・三ヶ瀬・上井野の各投票所は、午後６時まで）
　⑧開票日（選挙会）　　　　　　２月20日（日）　午後９時～　クリエイティブセンター門川　体育室

（お問い合わせ先）門川町選挙管理委員会事務局　☎ 63-1140（内線 242）
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「基本を学ぼうエクセル（基礎）」
　表計算ソフト「エクセル」について基礎から学んでみませんか？講師の先生が分かりやすく指導し
ます。
●内　　容　☆エクセルの基礎知識　☆表の作成　☆簡単な関数　☆ワークシートの活用等
●日　　程　（５日間）11月22日（月）・25日（木）・29日（月）・12月2日（木）・6日（月）
●時　　間　午前 9時 30 分～午前 11 時 30 分
●費　　用　2,100 円（テキスト代）
●受講資格　原則として門川町内に在住している成人男女
　　　　　　※�この講座は、同じ内容の夜間コース（19:30 ～ 21:30）を来年１月に開講します。
　　　　　　　募集については町報12月号でご案内します。
●定　　員　各 20 名（定員になり次第、受付終了）
●会　　場　門川町立図書館　２階　情報研修室
●申込方法　お電話にてお申し込みください。
●申込･お問合せ　門川町役場　社会教育課　☎ 63-1140

株式会社日向屋「高年齢者雇用開発コンテスト」
厚生労働大臣特別賞受賞!!

　厚生労働省が独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構との共催で、実施した「高年齢者雇用開発コ
ンテスト」において門川町須賀崎の食料品製造業（株）日向屋が、見事厚生労働大臣特別賞を県内企
業で初受賞されました。
　コンテストでは高年齢者が働き続ける職場づくりのアイデア等が評価の対象となります。表彰式で
は「定年を 65 歳から 70 歳に引き上げていること、１時間ごとの徹底した健康管理」等のポイントが
評価されて特別賞受賞となりました。（厚生労働省HPより）
　受賞について請関伸代表取締役社長は「高齢者の方の雇用制度や管理への評価は大変嬉しく思いま
す。当社としてはそのような評価を狙っていたわけではなかったのですが、門川町の風土である高齢
者の方が大変元気なところに注目して業務内容を除々に改善していくことで、こうした体制を整える
ことができました。元気な職員に助けられている部分が非常に大きいです。」と話されました。
　更に、今後の展望については「来春には庵川に新工場を落成する予定です。また現在、肉巻きおに
ぎり、鶏の炭火焼等のレトルト食品を製造しておりますが、今後もたくさんの門川町発信の自社ブラ
ンド商品を開発し全国展開をすすめていきたいと思います。」とメッセージをいただきました。

10月７日東京都で開催された表彰式にて

元気な職員のみなさん
左から小川トメノさん、横井良子さん、右松かすみさん、
小川キミ子さん、水永巴さん

～相続又は贈与等に係る生命保険契約や損害保険契約等に基づく年金の
税務上の取扱いの変更について～

　この度、遺族の方が年金として受給する生命保険のうち、相続税の課税対象となった部分につ
いては、所得税の課税対象にならないとする最高裁判所の判決がありました。そこで、このよう
な年金に係る税務上の取扱いを改めることとしましたので、お知らせいたします。
　これにより、平成 17 年分から平成 21 年分までの各年分について所得税が納めすぎとなってい
る方につきましては、その納めすぎとなっている所得税が還付となります。
　お手数をお掛けいたしますが、必要な手続き（更正の請求又は確定申告など）をしていただき
ますようお願いいたします。
　この取扱いの変更の対象となる方や所得税の還付の手続きについては、国税庁ホームページ
（www.nta.go.jp）をご覧いただくか、延岡税務署にお問い合わせください。

※�平成 17 年分については、早い方は平成 22 年 12 月末が還付できる期限となりますので、お早
めの手続きをお願いいたします。

※�受け取られた年金の受給権が相続税や贈与税の課税対象となる場合は、実際に相続税や贈与税
の納税額が生じなかった方も対象となります。

（お問い合わせ先）延岡税務署　☎0982-32-3301（自動音声案内に従って「２」を選択してください）

　10 月２日、３日に高千穂町で開催された第 28 回正調
刈干切唄全国大会で、門川町の請田美香さん（46）がグ
ランドチャンピオンに選ばれました。大会は、男女別で、
高年（71 歳以上）、熟年（61 ～ 70 歳）、成年（16 ～ 60
歳以上）、少年少女の部の計７部門に全国から 343 人が出
場して行われました。各部門の決勝のあと、少年少女の
部を除く６部門の優勝者が競うグランドチャンピオン決
定戦があり、請田さんが見事栄えあるグランドチャンピ
オンとなりました。
　もともと演歌が好きで、発声練習のつもりで始めた民
謡にすっかりはまってしまったと話す請田さん。民謡を
はじめて７年ですが、シャンシャン馬道中唄全国大会で
優勝したのをはじめとして、日向木挽唄、ひえつき節、
ひえちぎり唄など県内の民謡大会で優勝している実力の
持ち主です。

　10 月 15 日から日本武道館で開かれる第 50 回全国大会（一般財団法人日本郷土民謡協会主催）
にも代表として正調刈干切唄で出場することになっているそうです。これからもますます頑張っ
ていきたいと弾んだ笑顔で語ってくれました。
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11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

警
察
で
行
っ
て
い
る

　
　
各
種
被
害
者
支
援
制
度

①
被
害
者
連
絡
制
度

　

捜
査
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
捜

査
状
況
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
提

供
し
ま
す
。
例
え
ば
～
検
挙
し
た

被
疑
者
の
氏
名
、
事
件
の
送
致
先

の
検
察
庁
等
。

②
指
定
被
害
者
支
援
要
員
制
度

　

捜
査
を
行
う
一
方
、
捜
査
員
と

は
別
に
指
定
さ
れ
た
警
察
職
員
が

現
場
検
証
や
病
院
等
へ
の
付
添
い
、

心
配
事
の
相
談
等
に
応
じ
ま
す
。

③
医
療
費
等
支
出
制
度

・�

事
件
を
立
件
す
る
た
め
に
、
警

察
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
診
断
書

等
の
費
用
。

・�

被
害
者
が
医
療
機
関
等
の
受
診

が
必
要
で
あ
る
場
合
、
初
診
料
等

の
一
部
に
つ
い
て
公
費
で
支
出
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④�

一
時
居
住
場
所
（
宿
泊
施
設
）

使
用
料
の
支
出
制
度

・�

犯
人
等
か
ら
の
再
被
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
。

・�

被
害
現
場
が
自
宅
で
あ
る
た
め

に
捜
査
活
動
に
長
時
間
を
要
す
る

場
合
等
、
自
宅
に
帰
宅
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
宿
泊
施
設
を
一
時
的

に
利
用
す
る
場
合
、
宿
泊
施
設
使

用
料
に
つ
い
て
公
費
で
支
出
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

そ
の
他
に
も
支
援
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
警
察
本
部
又
は
警

察
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
４
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

８
月
31
日
ま
で
の
18
年
間
、
保
護
司
と
し
て
、
社
会

奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
特
に
非
行
青
少
年
の
自
立

更
正
、
社
会
復
帰
等
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
、
西
栄
町

地
区
の
寺
原
達
氏
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
司
は
、
社
会
的
信
望
、
職
務
に
対
す
る
熱
意

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
無
給
・
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
す
。

　

犯
罪
を
行
っ
た
者
が
、
立
ち
直
り
に
必
要
な
指
導

や
援
助
、
犯
罪
予
防
の
た
め
の
世
論
の
啓
発
な
ど
を

使
命
と
す
る
大
変
根
気
を
要
す
る
職
務
で
す
。

　

長
年
の
保
護
司
活
動
に
お
い
て
、
ご
家
族
の
ご
理

解
・
ご
協
力
の
も
と
、
多
く
の
方
の
更
正
に
尽
力
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
功
績
に
対
し
、
法
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
６
日
に
日
向
市
で
全
国
地
域
安
全
運
動
日
向

地
区
推
進
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
上
で
地

区
内
防
犯
功
労
者
の
表
彰
式
が
あ
り
、
門
川
町
か
ら

は
池
田
秀
樹
さ
ん
と
松
下
辰
男
さ
ん
の
２
名
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
に
は
町
の
青
少
年
指
導
員
と
し
て
青
少
年

の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
23
年
門
川
町
成
人
式
を
下
記
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

【
と　

き
】
平
成
23
年
１
月
９
日（
日
）

「
成
人
の
日
」
の
前
日
で
す

【
と
こ
ろ
】
門
川
町
総
合
文
化
会
館

【
対
象
者
】
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

　

11
月
１
日
時
点
で
門
川
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
に

は
、
11
月
中
旬
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
案
内
（
出
欠

確
認
）
し
ま
す
。」

　

な
お
、
現
在
門
川
町
外
在
住
の
方
で
も
、
本
町
の

出
身
者
で
あ
れ
ば
式
典
に
出
席
で
き
ま
す
。
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
期
日
は
12
月
17
日
（
金
）

ま
で
で
す
。

　

受
付
期
間
内
に
出
欠
の
ご

連
絡
が
な
い
場
合
に
は
、
式

典
名
簿
に
名
前
の
記
載
漏
れ

が
あ
っ
た
り
、
当
日
記
念
品

を
お
渡
し
で
き
な
か
っ
た
り

な
ど
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

門
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

☎
０
９
８
２
─
６
３
─
１
１
４
０

（
内
線
２
６
６
）

法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
授
与

防
犯
功
労
者
表
彰
受
賞

成
人
式
の
開
催
に
つ
い
て

左より町長、池田さん、松下さん、副町長
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　10 月 16 日、町立図書館において平成 22 年度読書感想文コンクール入賞者の表彰式及び発表会が開
催されました。どの受賞作も読書を通して感じたこと・学んだことが自分の言葉で表現され、読書の
楽しさが伝わる素晴らしい作品でした。

　門川町教育委員会と町立図書館は、町内小・中学生を対象に、夏休みに読んだ本の中から心に残る
本や深く感動した本についての読書感想文を募集しました。
　去る９月 14 日に、あらかじめ校内での一次審査により選出された 78 点の作品を、各小・中学校よ
り選任された６名の審査員が厳正な二次審査を行った結果、次のとおり入賞者を決定いたしました。

★�最優秀賞・優秀賞・優良賞の作品を掲載した読書感想文集は、町立図書館にございますので、子ど
もたちの読書の感動をぜひご覧ください。
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門川町総合文化会館　開館20周年記念
「上方演芸会」公開録音

　門川町総合文化会館の開館 20 周年を記念し、NHK宮崎放送局と門川町の共催によるNHKラジオ第
１「上方演芸会」の公開録音を実施します。番組では４組の漫才師が登場し、上方ならではの豊かな
笑いの時間をお楽しみいただきます。
　観覧は無料ですが、入場整理券が必要となります。観覧をご希望される方は、以下の要領でお申し
込みください。

○日　　時　　平成 22 年 12 月 17 日（金）
　　　　　　　開場：午後５時 50 分　開演：午後６時 20 分　終演予定：午後７時 50 分
○会　　場　　門川町総合文化開館
○出　　演　　（１本目）Wヤング、シンクタンク
　　　　　　　（２本目）横山たかし・ひろし、シンデレラエキスプレス
○観覧申込　　�【入場無料】郵便往復はがき（１枚で２人様分）の往信用裏面に、①郵便番号、②住所、

③名前、④電話番号を、返信用表面に①郵便番号、②住所、③名前を明記し、下記あ
て先までお送り下さい。

　　　　　　　【あて先】〒 880-8633（住所不要）　NHK宮崎放送局「上方演芸会」係
　　　　　　　【締め切り】平成22年11月26日（金）必着
　　　　　　　※�応募多数の場合は抽選のうえ１枚で２人様まで入場できる整理券が12月３日（金）頃に

NHK宮崎放送局から発送される予定です。
　　　　　　　※�ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご案内のほか、受信料のお願いに使用

させていただくことがあります。
○問 合 せ　　NHK宮崎放送局　事業　☎ 0985-32-8124
　　　　　　　（土日祝日除く　午前 10 時～午後６時 30 分）
　　　　　　　ホームページ　http://www.nhk.or.jp/miyazaki/
　　　　　　　門川町役場総務企画課　☎ 0982-63-1140（土日祝日除く）

日時　12月４日（土）18時30分開演
会場　門川町総合文化会館
料金　（一般）1,000円（当日1,200円）　（高校生以下）500円（当日700円）
　　　指定席／自由席（同一料金）
お問い合わせ先　門川町ふるさと文化財団　☎0982-63-0002
※�入場料金は、宝くじの助成により特別料金になっております。
※残り席わずかです。

「安心子育てベビーダイヤル」「安心子育て応急ダイヤル」の終了について
　宮崎県では、平成 10 年度から平成 20 年度まで「安心子育てベビーダイヤル」「安心子育て応急ダイ
ヤル」による電話情報サービスを実施していましたが、様々な情報提供窓口が充実してきたことから、
平成 21 年３月 31 日をもって終了しています。

現在の相談窓口としては…
①小児救急医療電話相談
　相談窓口：毎日（19 時～ 23 時）　電話番号：♯ 8000（プッシュ回線・固定電話）
　☎ 0985-26-7078（ダイヤル回線・携帯電話）
②おかあさんのための救急&予防サイト『こどもの救急』
　ホームページアドレス：http://www.kodomo-qq.jp

　現在でも応急ダイヤルに電話がかかり、他施設へご迷惑となっているようですので、よろしくお願
いします。

忘れものを預かっています
○乳幼児健診
　・アンパンマンの靴：右（片方はき違え）・水色の水筒（500ml）・うすむらさきのチェックのストール
○乳がん検診
　帽子（薄いベージュで、中は小花柄です）
　心当たりのある方は、一度お問い合わせ下さい。落とし主が現れない場合は、H22年 12月 31日をもっ
て処分いたします。
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左
記
の
日
程
で
妊
婦
さ
ん
を
対
象
と

し
た
す
こ
や
か
教
室
と
、
生
後
３
か
月

以
降
の
赤
ち
ゃ
ん
を
も
つ
お
母
さ
ん
を

対
象
と
し
た
離
乳
食
教
室
を
同
時
に
実

施
し
ま
す
。

　

妊
婦
さ
ん
の

教
室
と
離
乳
食

の
教
室
を
同
時

に
実
施
す
る
こ

と
で
、
お
母
さ

ん
は
離
乳
食
を

作
っ
て
い
る
間
、

妊
婦
さ
ん
に
赤

ち
ゃ
ん
を
み
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
逆
に
妊
婦

さ
ん
は
先
輩
マ
マ
の
お
話
を
聞
い
た
り
、

赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
っ
た
り
で
き
る
い

い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
日
程
】平
成
22
年
11
月
23
日（
火
・
祝
日
）

　
　
　

10
時
～
14
時

【
場
所
】中
央
公
民
館　

２
階

　
　
　

調
理
室
・
会
議
室

【
内
容
】

①�

調
理
実
習
（
栄
養
満
点
の
料
理
と
離

乳
食
を
実
際
に
作
っ
て
試
食
し
ま
す
）

②
保
健
師
・
栄
養
士
の
話

　

宮
崎
地
方
法
務
局
及
び
宮
崎
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
の
人
権

問
題
専
用
の
相
談
電
話
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
て
、
通
常
、

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

強
化
週
間
中
は
、
平
日
の
時
間
を
延

長
し
、
土
・
日
曜
日
に
も
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
強
化
期
間
】

平
成
22
年
11
月
15
日（
月
）か
ら

11
月
21
日（
日
）ま
で

【
相
談
受
付
時
間
】

平
日
は
、午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

ま
で
。土
・
日
曜
日
は
、午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。

【
相
談
対
応
者
】

人
権
擁
護
委
員
、法
務
局
職
員

【
無
料
弁
護
士
相
談
】

11
月
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）
の
み
、

無
料
弁
護
士
相
談
に
応
じ
ま
す
。
11
月

１
日
（
月
）
か
ら
予
約
受
付
を
開
始
し

ま
す
の
で
、
法
務
局
人
権
擁
護
課（
直
通

０
９
８
５
─
２
２
─
５
３
１
２
）ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。

【
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用
電
話
】

☎
０
５
７
０
─
０
７
０
─
８
１
０

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
平
成

22
年
10
月
25
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

・�

対
象
者
は
、
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成

22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
方
で
す
。

・�

請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
22
年
10
月
25

日
～
平
成
24
年
３
月
31
日
で
す
。

・�

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

は
、
当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業
部

特
別
給
付
金
担
当

☎
０
５
７
０
─
０
５
９
─
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

☎
０
３
─
５
８
６
０
─
２
７
４
８

受
付
時
間　

平
日
９
時
～
18
時

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
）

◎
職
業
訓
練
生
（
離
職
者
対
象
）
募
集

（
訓
練
期
間
）

　
平
成
23
年
１
月
５
日
～

　
平
成
23
年
６
月
29
日
（
６
ヶ
月
間
）

（
訓
練
科
）

　
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
18
名

　
金
属
加
工
科
18
名

　
電
気
設
備
科
15
名

　
福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科
33
名

　
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
18
名

（
募
集
期
間
）

　
平
成
22
年
10
月
29
日
～
11
月
29
日

（
入
所
資
格
）
求
職
中
の
方

（
受
講
料
）
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

は
必
要
で
す
）

（
特
典
）
雇
用
保
険
受
給
者
は
諸
手
当
を

受
給
し
な
が
ら
訓
練
が
受
講
で
き
ま
す
。

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
方
も
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
金

を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
申
込
先
）最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

※
11
月
18
日
～
19
日
の
施
設
見
学
会
に
も

是
非
お
越
し
下
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡

担
当
：
訓
練
支
援
係

☎
０
９
８
２
─
３
７
─
０
６
７
５

リ
ボ
ン
の
な
い
贈
り
も
の『
献
体
』

　

医
学
・
歯
学
の
進
歩
は
、《
か
ら
だ
の
し
く
み
を
も
っ
と

よ
く
知
る
》
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
日
々
の
生
活
の
中
に

あ
っ
て
私
た
ち
は
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
が
、
医
師
・
歯
科
医

師
を
育
て
る
た
め
に
は
、
や
は
り
人
間
の
か
ら
だ
が
必
要
な

の
で
す
。
私
た
ち
の
健
康
は
、
医
学
・
歯
学
の
進
歩
を
願
っ

て
、死
後
自
ら
の
遺
体
を
無
償
で
解
剖
実
習
に
提
供
す
る「
献

体
」
と
い
う
尊
い
行
為
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
献
体
」
登
録
は
、
ご
本
人
の
意
思
と
、
ご
家
族
の
同
意
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
数
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。
詳
し

く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

宮
崎
市
清
武
町
木
原
５
２
０
０

宮
崎
大
学
医
学
部
内　

宮
崎
大
学
白
菊
会

☎
０
９
８
５
─
８
５
─
１
５
３
４

宮
崎
県
最
低
賃
金
が
時
間
額
６
４
２
円
に
改
正

　

宮
崎
県
最
低
賃
金
は
、
本
年
11
月
４
日
か
ら
「
時
間
額

６
４
２
円
」
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
宮
崎

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部　
賃
金
室

☎
０
９
８
５
─
３
８
─
８
８
３
６

中
小
企
業
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
金
融
・
経
営
相
談
会
の
開
催

　

宮
崎
県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
資
金
繰

り
な
ど
に
関
す
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
日
時
）
11
月
26
日（
金
）
13
時
～
16
時

（
場
所
）
宮
崎
県
延
岡
総
合
庁
舎
２
０
１・２
０
２
号
室

（
相
談
内
容
）
新
規
融
資
、
借
換・
一
本
化
、
返
済
条
件
緩
和
、

そ
の
他
経
営
全
般

（
相
談
機
関
）
宮
崎
県
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
信
用
保
証

協
会
、
延
岡
商
工
会
議
所

（
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
）
宮
崎
県
庁　

金
融
対
策
室

☎
０
９
８
５
─
２
６
─
７
０
９
７

【
持
参
す
る
も
の
】

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
は
し
、
飲
み
物
、

米
50
ｇ
（
湯
の
み
１
／
３
）

※
離
乳
食
教
室
へ
の
参
加
の
方

離
乳
食
を
始
め
ら
れ
て
い
る
方
は
普
段

使
用
し
て
い
る
ス
プ
ー
ン
な
ど

（
お
持
ち
の
方
は
お
ん
ぶ
ひ
も
も
ご
持

参
下
さ
い
。）

【
参
加
申
し
込
み
締
め
切
り
】

平
成
22
年
11
月
19
日（
金
）

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
下
さ
い
。

【
そ
の
他
】

赤
ち
ゃ
ん
を
お
連
れ
の
方
は
、
タ
オ
ル

ケ
ッ
ト
や
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
、
オ
ム
ツ

入
れ
の
ビ
ニ
ー
ル
は
準
備
い
た
し
ま
す

が
、
そ
の
ほ
か
に
つ
き
ま
し
て
は
各
自

で
ご
持
参
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課　

健
康
づ
く
り
係

☎
６
３
─
１
１
４
０

（
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）

【
日
時
】平
成
22
年
11
月
６
日（
土
）

10
時
～
15
時

【
場
所
】東
臼
杵
郡
美
郷
町
西
郷
区
田
代

宮
崎
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内

【
内
容
】

（
学
ぶ
）
試
験
研
究
展
示
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
樹
木
博
士
」

（
楽
し
む
）
木
工
教
室
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
教
室
、
葉
脈
し
お
り
教
室
、
ど
ん
ぐ

り
・
松
ぼ
っ
く
り
自
由
工
作
、
高
性
能
林

業
機
械
操
作
体
験
、
木
炭
無
料
配
布
な

ど（
味
わ
う
）
う
ど
ん
・
シ
イ
タ
ケ
試
食
、

ふ
る
さ
と
特
産
品
販
売

【
連
絡
先
】

宮
崎
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２
─
６
６
─
２
８
８
８

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡
で
は
、
次

の
と
お
り
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、

再
就
職
に
向
け
て
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
ま
で
と
違
う
自
分
を
見
つ
け

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

す
こ
や
か
教
室
（
妊
婦
教
室
）・

離
乳
食
教
室
の
ご
案
内

宮
崎
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
公

開
事
業
「
森
と
む
ら
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催
に
つ
い
て

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

で
き
あ
が
り
♪
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★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

�　

11
月
25
日
は
、
10
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
11
月
25
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
12
月
10
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な
お
、
９
月
分
の
再
振
替
は
11
月
10
日
に
行
な
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

　

�　

今
月
上
旬
に
水
道
料
金
10
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に
な
っ

て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

29 広報　　　　11月

11月のカレンダー
（平成22年10月13日現在）

【
期　

日
】
11
月
20
日（
土
）

【
時　

間
】
10
時
～

生
産
物
が
無
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。

【
販
売
物
】

茶
・
米
・
も
ち
米
・
ハ
ー
ブ
イ

チ
ゴ
・
シ
ク
ラ
メ
ン
・
各
種
観

葉
植
物
・
み
か
ん
・
各
種
木
工
品
・

し
い
た
け
（
生
、
乾
燥
）・
洋
菓

子
類
・
ロ
ー
ス
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
・

薫
鶏
モ
モ
・
米
み
そ
・
イ
チ
ゴ

ジ
ャ
ム
・
マ
ー
マ
レ
ー
ド
・
門
乳
・

創
作
パ
ン
・
食
物
バ
ザ
ー
（
当

日
の
お
楽
し
み
）

他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

駐
車
場
を
校
内
に
準
備
し
ま
す
。
当
日
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
案
内
を
致
し
ま
す
。
販

売
品
目
は
予
定
で
す
。
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

土
10/31 5 6

土
2 3 4

日
11/1
月 火 水 木 金

7 12 139 10 118

14 19 2016 17 1815

21 26 2723 24 2522

28 3 430 12/1 229

乳がん検診
（１～２日
門川町役場）

遊学塾
（9:00～12:00
門川町立中央公
民館）

第25回
合唱のつどい
（9:30～12:00
門川町総合文化会館）
門川町こども
俳句大会表彰式
（13:30～　クリエイティブ
センター門川）

いきいきまち
フェスティバル
inかどがわ
（9:00～16:00
門川町総合文化
会館周辺）

西門川小中合同
クリーンアップ
作戦
（14:05～16:00
学校周辺）

いきいきまち
フェスティバル
inかどがわ
（9:00～16:00
門川町総合文化
会館周辺）

行政相談日
（10:00～15:00
門川町総合福祉センター）
つどいの広場
（10:00～12:00
心の杜チャイルドルーム）
西門川中スクールコンサート
（午前中　中学校体育館）

心の杜休館日 子宮がん検診
（加草公民館・
庵川西公民館・
宮ヶ原公民館）

高齢者教室
（9:00～12:00
門川町立中央公民館）
子宮がん検診
（門川漁協・日向農
協門川支店・西栄
町公民館・西門川
活性化センター）

楽しい野菜づくり教室
（9:00～12:00　町内）
親子で楽しむ
レクリエーション教室
（9:00～12:00
門川町立中央公民館）
草川小オープン
スクール・PTAバザー

門川町総合文化
祭合同茶会
（9:00～15:00
クリエイティブ
センター門川）
遠見山ウォーキ
ング大会&みか
ん狩り2010

遊学塾
（9:00～12:00
門川町立中央公
民館）
子宮がん検診
（10:00～11:00
 13:30～14:30
門川町役場）

人にやさしい町
のわんぱく芸術
家壁画制作
（町内6年生対象
庵川地区防波堤）

前期乳児健診
（H22年6・7月生
対象　13:30～
14:00受付
門川町総合福祉
センター）

門川中学校吹奏
楽部定期演奏会
（13:00～
門川町総合文化
会館）

尾末神社大祭 門川神社大祭 楽しい野菜
づくり教室
（9:00～12:00
町内）

門川町総合文化祭
コールフェリーチェ
25周年コンサート
（13:30～
門川町総合文化会館）
みんなと朝市2周年
（8:00～9:30
門川漁港）

草川小
持久走大会
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●町内人口

（　　）内は前月

10月１日現在

男

8,876
（8,866）

9,962
（9,958）

18,838
（18,824）

7,192
（7,189）

女 計 世帯数

お問い合わせ　町民課　健康づくり係

◎集合税（６期）
今月の納期

納期内に納入しましょう !!

＜作り方＞
１　①厚揚げは湯通ししておく。いわしは油をひいたフライパンで両面をこんがり焼いておく。
　　②�干し椎茸は水で戻して薄切りにする。えのきは根元を切り落とし、２等分する。チンゲン菜は３cm幅のざく切り、

たまねぎは薄切りにする。
　　③�油を熱して、しょうが、豆板醤、ぶた肉を炒める。きのこ類と野菜を加え、野菜がしんなりしたら中華スープ、
　　　オイスターソースを煮立たせ、味噌を加える。最後に水溶きかたくり粉を加え、とろみをつける。
２　①大根、にんじんはいちょう切り、小ネギは小口切り、さつま芋は一口大に切る。しめじは小房に分けておく。
　　②だし汁に①を加えて煮る。野菜に火が通ったら調味料を加える。
３　①茹でだこをそぎ切りにする。オクラは茹でて斜め切りにし、小ネギは３cm幅に切っておく。
　　②調味料をあわせ、①と和える。

〜やっちみろや健康づくり 21〜『健康づくりは食事から』

　読書の秋、スポーツの秋、食欲の秋 !! 食べ物がおい
しく、つい食べ過ぎてしまうことも。秋に旬を迎える
きのこや根菜は、低カロリーで食物繊維が豊富。上手
に献立に取り入れて食べすぎを防ぎましょう。


